
                           令和６年６月１３日 

民生環境常任委員会 

議案第９６号関係資料１                          福 祉 部 

 

青森市幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準を定める条例等の 

一部を改正する条例の制定について 

 

１ 制定理由 
 国においては、安心してこどもを預けられる体制整備を急ぐため、「こども未来戦略」（令和 5年 12月 22

日閣議決定）を受け、各教育・保育施設において従事する職員等の数を定めた規定のうち、満 4歳以上児の

職員配置基準を 30対 1から 25対 1へ、満 3歳児の職員配置基準を 20対 1から 15対 1へ改正を行った。 

本市においても、この改正を受け、教育・保育施設の職員配置を定める各条例について所要の改正を行

うものである。 

 

２ 改正する条例 

条例

番号 
国命令等 条例名 

対象となる 

認可・認定施設 

１ 

幼保連携型認定こども園の学級の

編制、職員、設備及び運営に関す

る基準の一部を改正する命令 

青森市幼保連携型認定こども園の

設備及び運営に関する基準を定め

る条例 

(平成 26 年条例第 29 号) 

幼保連携型認定こども園 

２ 

就学前の子どもに関する教育、保

育等の総合的な提供の推進に関す

る法律第三条第二項及び第四項の

規定に基づき内閣総理大臣及び文

部科学大臣が定める施設の設備及

び運営に関する基準の一部を改正

する告示 

青森市幼稚園型、保育所型及び地

方裁量型認定こども園の認定の要

件を定める条例 

(平成 31 年条例第 1号) 

幼稚園型認定こども園 

保育所型認定こども園 

地方裁量型認定こども園 

３ 児童福祉施設の設備及び運営に関

する基準及び家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準の一部

を改正する内閣府令 

青森市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例 

(平成 26 年条例第 30 号) 

小規模保育事業 

事業所内保育事業 

４ 

青森市児童福祉施設の設備及び運

営に関する基準を定める条例 

(平成 24 年条例第 74 号) 

保育所 

 

３ 改正内容（条例番号１～４共通） ※いずれも国命令等のとおりの改正 

（１）各教育・保育施設における満 3歳児及び満 4歳以上児の職員配置基準を下表のとおり改正する。 

区分 改正前 改正後 

満三歳児 おおむね二十人につき一人 おおむね十五人につき一人 

満四歳以上児 おおむね三十人につき一人 おおむね二十五人につき一人 

 

（２）附則（経過措置） 

改正後の職員配置基準に従って職員等を配置した場合に、教育及び保育の提供に支障を及ぼすお

それがあると認めるときは、当分の間、改正前の職員配置基準が効力を有する旨定める。 

 

４ 施行期日 
   公布の日から 
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青森市幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準を定める条例 

（平成二十六年条例第二十九号）新旧対照表【第一条関係】 

改正後 改正前 

（職員の数等） （職員の数等） 

第十六条 〔略〕 第十六条 〔略〕 

２ 〔略〕 ２ 〔略〕 

３ 幼保連携型認定こども園に置く園児の教

育及び保育に直接従事する職員の数は、次

の表の上欄に掲げる園児の区分に応じ、そ

れぞれ同表の下欄に定める員数以上とし、

一園当たり常時二人を下回ってはならな

い。 

３ 幼保連携型認定こども園に置く園児の教

育及び保育に直接従事する職員の数は、次

の表の上欄に掲げる園児の区分に応じ、そ

れぞれ同表の下欄に定める員数以上とし、

一園当たり常時二人を下回ってはならな

い。 

園児の区分 員数 

満四歳以上の園児 おおむね二十五人につ

き一人 

満三歳以上満四歳未満

の園児 

おおむね十五人につき

一人 

満一歳以上満三歳未満

の園児 

おおむね六人につき一

人 

満一歳未満の園児 おおむね三人につき一

人 
 

園児の区分 員数 

満四歳以上の園児 おおむね三十人  につ

き一人 

満三歳以上満四歳未満

の園児 

おおむね二十人につき

一人 

満一歳以上満三歳未満

の園児 

おおむね六人につき一

人 

満一歳未満の園児 おおむね三人につき一

人 
 

４～８ 〔略〕 ４～８ 〔略〕 
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青森市幼稚園型、保育所型及び地方裁量型認定こども園の認定の要件を定める

条例（平成三十一年条例第一号）新旧対照表【第二条関係】 

改正後 改正前 

（職員の数等） （職員の数等） 

第十二条 〔略〕 第十二条 〔略〕 

２ 認定こども園に置く園児の教育及び保育

に直接従事する職員の数は、次の表の上欄

に掲げる園児の区分に応じ、それぞれ同表

の下欄に定める員数以上とし、一園当たり

常時二人を下回ってはならない。 

２ 認定こども園に置く園児の教育及び保育

に直接従事する職員の数は、次の表の上欄

に掲げる園児の区分に応じ、それぞれ同表

の下欄に定める員数以上とし、一園当たり

常時二人を下回ってはならない。 

園児の区分 員数 

満四歳以上の園児 おおむね二十五人につ

き一人 

満三歳以上満四歳未満

の園児 

おおむね十五人につき

一人 

満一歳以上満三歳未満

の園児 

おおむね六人につき一

人 

満一歳未満の園児 おおむね三人につき一

人 
 

園児の区分 員数 

満四歳以上の園児 おおむね三十人  につ

き一人 

満三歳以上満四歳未満

の園児 

おおむね二十人につき

一人 

満一歳以上満三歳未満

の園児 

おおむね六人につき一

人 

満一歳未満の園児 おおむね三人につき一

人 
 

３～６ 〔略〕 ３～６ 〔略〕 
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青森市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 

（平成二十六年条例第三十号）新旧対照表【第三条関係】 

改正後 改正前 

（職員） （職員） 

第三十一条 〔略〕 第三十一条 〔略〕 

２ 保育士の数は、次に掲げる区分に応じ、

当該各号に定める数の合計数に一を加えた

数以上とする。 

２ 保育士の数は、次に掲げる区分に応じ、

当該各号に定める数の合計数に一を加えた

数以上とする。 

一及び二 〔略〕 一及び二 〔略〕 

三 満三歳以上満四歳に満たない児童 お

おむね十五人につき一人（法第六条の三

第十項第二号の規定に基づき受け入れる

場合に限る。次号において同じ。） 

三 満三歳以上満四歳に満たない児童 お

おむね二十人につき一人（法第六条の三

第十項第二号の規定に基づき受け入れる

場合に限る。次号において同じ。） 

四 満四歳以上の児童 おおむね二十五人

につき一人 

四 満四歳以上の児童 おおむね三十人  

につき一人 

３ 〔略〕 ３ 〔略〕 

（職員） （職員） 

第三十四条 〔略〕 第三十四条 〔略〕 

２ 保育従事者の数は、次の各号に掲げる乳

幼児の区分に応じ、当該各号に定める数の

合計数に一を加えた数以上とし、そのうち

半数以上は保育士とする。 

２ 保育従事者の数は、次の各号に掲げる乳

幼児の区分に応じ、当該各号に定める数の

合計数に一を加えた数以上とし、そのうち

半数以上は保育士とする。 

一及び二 〔略〕 一及び二 〔略〕 

三 満三歳以上満四歳に満たない児童 お

おむね十五人につき一人（法第六条の三

第十項第二号の規定に基づき受け入れる

場合に限る。次号において同じ。） 

三 満三歳以上満四歳に満たない児童 お

おむね二十人につき一人（法第六条の三

第十項第二号の規定に基づき受け入れる

場合に限る。次号において同じ。） 

四 満四歳以上の児童 おおむね二十五人

につき一人 

四 満四歳以上の児童 おおむね三十人  

につき一人 

３ 〔略〕 ３ 〔略〕 

（職員） （職員） 

第五十条 〔略〕 第五十条 〔略〕 

２ 保育士の数は、次の各号に掲げる区分に ２ 保育士の数は、次の各号に掲げる区分に
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改正後 改正前 

応じ、当該各号に定める数の合計数以上と

する。ただし、保育所型事業所内保育事業

所一につき二人を下回ることはできない。 

応じ、当該各号に定める数の合計数以上と

する。ただし、保育所型事業所内保育事業

所一につき二人を下回ることはできない。 

一及び二 〔略〕 一及び二 〔略〕 

三 満三歳以上満四歳に満たない児童 お

おむね十五人につき一人（法第六条の三

第十二項第二号の規定に基づき受け入れ

る場合に限る。次号において同じ。） 

三 満三歳以上満四歳に満たない児童 お

おむね二十人につき一人（法第六条の三

第十二項第二号の規定に基づき受け入れ

る場合に限る。次号において同じ。） 

四 満四歳以上の児童 おおむね二十五人

につき一人 

四 満四歳以上の児童 おおむね三十人  

につき一人 

３ 〔略〕 ３ 〔略〕 

（職員） （職員） 

第五十三条 〔略〕 第五十三条 〔略〕 

２ 保育従事者の数は、次の各号に掲げる区

分に応じ、当該各号に定める数の合計数に

一を加えた数以上とし、そのうち半数以上

は保育士とする。 

２ 保育従事者の数は、次の各号に掲げる区

分に応じ、当該各号に定める数の合計数に

一を加えた数以上とし、そのうち半数以上

は保育士とする。 

一及び二 〔略〕 一及び二 〔略〕 

三 満三歳以上満四歳に満たない児童 お

おむね十五人につき一人（法第六条の三

第十二項第二号の規定に基づき受け入れ

る場合に限る。次号において同じ。） 

三 満三歳以上満四歳に満たない児童 お

おむね二十人につき一人（法第六条の三

第十二項第二号の規定に基づき受け入れ

る場合に限る。次号において同じ。） 

四 満四歳以上の児童 おおむね二十五人

につき一人 

四 満四歳以上の児童 おおむね三十人  

につき一人 

３ 〔略〕 ３ 〔略〕 
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青森市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例 

（平成二十四年条例第七十四号）新旧対照表【第四条関係】 

改正後 改正前 

（保育所の職員） （保育所の職員） 

第三十五条 〔略〕 第三十五条 〔略〕 

２ 保育士の員数は、乳児おおむね三人につ

き一人以上、満一歳以上満三歳に満たない

幼児おおむね六人につき一人以上、満三歳

以上満四歳に満たない幼児おおむね十五人

につき一人以上、満四歳以上の幼児おおむ

ね二十五人につき一人以上とし、一保育所

当たり二人を下らないものとしなければな

らない。 

２ 保育士の員数は、乳児おおむね三人につ

き一人以上、満一歳以上満三歳に満たない

幼児おおむね六人につき一人以上、満三歳

以上満四歳に満たない幼児おおむね二十人

につき一人以上、満四歳以上の幼児おおむ

ね三十人  につき一人以上とし、一保育所

当たり二人を下らないものとしなければな

らない。 

３ 〔略〕 ３ 〔略〕 

 


